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初等理科指導法基礎Ａ

1、 単元名　「もののとけかた」（小学５年下）

2、 主眼　一定の水かさにものが溶ける量には限界があることを理解した上で、今回の実験を通し、一定の水の量でも温度変化に着目することによって、ものの溶ける量の違いがあることを学習する。

　

3、 本時の位置　第三時間目

　

4、 指導上の留意点　温度計を割らないようにする。温度をこまめに計る。　

　　　　　　　　　　　

過程
学習活動
予想される生徒の反応や意識
支援
時間

復習
ものが水に溶ける量には限りがあることを復習する
· どうしたらもっと溶けるようになるだろう

· 温度をあげたらどうなるだろう


· 前回水にものを溶かしたらどうなったかな？

· 水かさを増やしたらどうなったかな？
１０

学習活動
溶け残った小ペットボトルをお湯の入った大ペットボトルの中に入れる（５℃、４０℃、６０℃）
＜予想＞

· 変わらない

· 温度が高いほうがたくさんとける

＜実験中＞（食塩、砂糖）

· とけた～

· あっちのグループの方がたくさん溶けているよ

· 水でやったときよりたくさん溶けた！

· 溶けなくなっちゃった。
· ２０℃と４０℃だったら何か違いがあるかな？

· 温度計でこまめに温度を確認する。

· 一気にたくさん入れずに、５または１０ｇずつ入れるよう指導する。


２５

結果
調べた結果をグラフにし、そこから分かった事や、実験をして気付いたことを共有する。
· 食塩はあまり変わらないんだ～

· 砂糖は温度が高いとたくさんとけるな。

· どうして温度によって違いがでてくるのかな～？
· 温度変化による食塩と砂糖の溶け方の違いについて明確にする。

· グラフに記入させる
１０

まとめ
ものの溶け方を理解する

感想をまとめる
· たくさん溶けて面白かった。

· 温度によっても溶け方が違うんだ。
・グラフを参考にして意

見を出してみよう。

· 料理のときに調味料を溶かすときの参考にしてみよう。
５

